
－２月

遺
伝
的
能
力
評
価
の
変
更
点

「
子
牛
生
存
能
力
」

評
価
始
ま
る

２
０
２
４
‐

月

国
内
雌
牛
遺
伝
評
価
成
績

新
Ｎ
Ｔ
Ｐ
で
生
産
寿
命
と

繁
殖
性
改
善
が
期
待

東
西
２
地
区
で
日
ホ
社
員
会
議
開
催

子
牛
生
存
能
力
と
は

参
考
情
報
と
し
て
利
用
し
、

牛
群
全
体
を
徐
々
に
改
善

１
位

北
海
道
・
丹
治
智
寛
さ
ん

２
位

栃
木
県
・
小
針
勤
さ
ん

Ｓ
Ｎ
Ｐ
デ
ー
タ
活
用
し

遺
伝
病
の
情
報
提
供
も

第

回
北
海
道
全
共

高
校
日
本
一
も
期
待

２
０
２
４
年
度
乳
用
牛

改
良
推
進
計
画
を
解
説
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前田会長

　
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会
は
、
本
年
２
月
に
東
西
２
地
区
で
令
和
６
年
度
社

員
会
議
を
開
催
し
、
６
年
度
中
間
事
業
概
況
と
前
期
収
支
決
算
、
７
年
度
事
業
計
画

骨
子
案
、
第

回
全
共
、
任
期
満
了
に
伴
う
社
員
選
挙
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
伝
達

し
た
。
ま
た
、
「
新
し
い
Ｎ
Ｔ
Ｐ
と
２
０
２
４
年
度
乳
用
牛
改
良
推
進
実
施
計
画
」

に
つ
い
て
講
演
と
本
年
１
月
か
ら
開
始
し
た
新
た
な
遺
伝
性
疾
患
「
早
発
性
筋
力
低

下
症
候
群
（
Ｍ
Ｗ
）
」
の
遺
伝
子
型
検
査
等
を
説
明
し
た
。

　
（
独
）
家
畜
改
良
セ
ン
タ

ー
は
２
０
２
５
年
２
月
評
価

か
ら
子
牛
生
存
能
力
の
遺
伝

的
能
力
評
価
を
開
始
す
る
。

　
子
牛
生
存
能
力
と
は
、
３

６
５
日
齢
以
内
の
生
存
能
力

を
総
合
的
に
表
し
た
形
質
で

あ
る
。
牛
個
体
識
別
情
報
を

活
用
し
、
牛
群
内
の
雌
子
牛

が
３
～
３
６
５
日
齢
以
内
に

死
亡
し
た
記
録
を
観
測
値
と

し
て
用
い
て
い
る
。
な
お
、

そ
の
中
に
屠
畜
さ
れ
た
子
牛

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
初
回
種
付
け
や
初
産
分
娩

ま
で
に
事
故
や
疾
病
等
で
死

亡
し
て
し
ま
う
子
牛
の
数
を

減
ら
す
こ
と
は
、
後
継
牛
を

確
保
す
る
う
え
で
重
要
で
あ

る
。
令
和
５
年
度
の
ホ
ク
レ

ン
家
畜
市
場
に
お
け
る
育
成

牛
の
取
引
価
格
は
平
均

・

５
万
円
で
あ
り
、
子
牛
が
１

頭
死
亡
す
る
と
い
う
こ
と
は

酪
農
家
に
と
っ
て
子
牛
の
治

療
代
や
飼
育
代
等
を
含
め
る

と
数
十
万
円
の
損
失
で
あ

り
、
子
牛
の
死
亡
率
の
低
下

は
酪
農
家
の
経
営
改
善
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
子
牛
の
生
存
性
に
つ
い
て

遺
伝
的
な
面
か
ら
改
良
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

２
月
評
価
か
ら
子
牛
生
存
能

力
の
遺
伝
的
能
力
評
価
を
開

始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
子
牛
生
存
能
力
は
、
遺
伝

率
が
０
・
７
と
非
常
に
低
い

形
質
で
あ
る
た
め
、
効
率
的

な
遺
伝
的
改
良
を
行
う
こ
と

が
難
し
い
形
質
と
な
っ
て
い

る
。
評
価
値
の
信
頼
度
も
検

定
済
種
雄
牛
で

～

％
、

ヤ
ン
グ
サ
イ
ア
で
約

％
、

雌
牛
は
約

％
と
高
く
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
子
牛
生

存
能
力
を
過
度
に
重
視
し
た

交
配
種
雄
牛
の
選
定
や
後
継

牛
選
抜
を
す
る
の
で
は
な

く
、
参
考
情
報
と
し
て
利
用

し
、
極
端
に
子
牛
生
存
能
力

が
低
い
個
体
が
い
た
場
合
に

注
意
し
て
、
牛
群
全
体
の
子

牛
の
生
存
率
を
徐
々
に
改
善

す
る
よ
う
な
使
い
方
が
好
ま

し
い
。

　
実
は
子
牛
生
存
能
力
は
種

雄
牛
で
は
２
０
１
３
年
頃
、

雌
牛
は
２
０
１
６
年
頃
か
ら

改
善
傾
向
が
見
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
牛
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
代
謝
異
常
症
（
Ｃ
Ｄ
）

な
ど
の
遺
伝
性
疾
患
が
可
能

性
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ

る
。
Ｃ
Ｄ
は
潜
性
（
劣
性
）

の
遺
伝
性
疾
患
で
あ
り
Ｃ
Ｄ

の
遺
伝
子
を
ホ
モ
で
持
つ
個

体
が
発
症
し
、
発
症
牛
の
多

く
は
生
後
３
週
～
６
か
月
で

死
亡
す
る
。
日
本
で
は
２
０

１
３
年
を
ピ
ー
ク
に
保
因
頻

度
が
減
少
し
て
お
り
、
ま
た

乳
用
牛
遺
伝
的
不
良
形
質
専

門
委
員
会
が
２
０
１
７
年
に

Ｃ
Ｄ
を
「
指
定
遺
伝
的
不
良

形
質
（
経
済
的
損
失
が
大
き

く
、
特
別
な
対
処
を
必
要
と

す
る
遺
伝
的
不
良
形
質
）
」

と
指
定
し
た
こ
と
か
ら
、
現

在
の
国
内
の
後
代
検
定
種
雄

牛
は
全
て
Ｃ
Ｄ
が
非
保
因
牛

と
な
っ
て
お
り
、
子
牛
生
存

能
力
の
改
善
傾
向
が
見
ら
れ

た
一
つ
の
要
因
の
可
能
性
が

あ
る
。

　
ま
た
、
２
０
２
５
年
１
月

か
ら
新
た
に
Ｍ
Ｗ
の
遺
伝
子

型
検
査
を
開
始
し
た
こ
と

も
、
子
牛
生
存
能
力
の
改
善

傾
向
に
一
役
買
う
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
Ｍ
Ｗ
は
、
Ｃ
Ｄ

と
同
様
に
潜
性
の
遺
伝
性
疾

患
で
あ
り
、
発
症
牛
は
生
後

２
か
月
以
内
に
筋
力
が
低
下

し
、
起
立
困
難
な
ど
を
引
き

起
こ
し
、
二
次
的
に
肺
炎
な

ど
の
健
康
被
害
も
も
た
ら

す
。
早
期
淘
汰
の
リ
ス
ク
が

高
ま
る
た
め
、
子
牛
の
生
存

性
に
関
連
す
る
遺
伝
性
疾
患

や
疾
病
等
を
総
合
的
に
評
価

し
た
形
質
で
あ
る
子
牛
生
存

能
力
に
関
わ
っ
て
く
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
詳
細
は
家
畜
改
良
セ
ン
タ

ー
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
確
認

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
（
独
）
家
畜
改
良
セ
ン
タ

ー
か
ら
昨
年

月

日
に
２

０
２
４


月
国
内
雌
牛
遺

伝
評
価
成
績
が
公
表
さ
れ

た
。
そ
の
う
ち
、
全
国

位

以
内
及
び
都
府
県
で
飼
養
さ

れ
て
い
る
上
位
牛
の
一
覧
を

下
表
に
示
し
た
。

　
１
位
は
北
海
道
・
丹
治
智

寛
さ
ん
の
「
ピ
ユ
ア
ソ
ウ
ル

　
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
　
コ
ウ
　

Ｅ
Ｔ
」
が
獲
得
し
た
。
産
乳

成
分
は
表
中
１
位
、
決
定
得

点
や
乳
器
の
値
も
高
く
、
体

型
面
で
も
秀
で
て
い
る
。

　
２
位
は
都
府
県
よ
り
、
前

回
１
位
だ
っ
た
栃
木
県
・
小

針
勤
さ
ん
の
「
コ
バ
リ
　
Ｒ

Ｕ
Ｂ
Ｉ
　
メ
リ
ダ
　
オ
レ
オ

　
ク
ツ
キ
ー
」
で
あ
っ
た
。

乳
量
が
特
に
高
く
、
２
産
ま

で
の
検
定
記
録
は
２
万
７
千

㌔
を
超
え
て
い
る
。
産
乳
成

分
と
、
体
型
面
で
は
肢
蹄
に

も
優
れ
て
い
る
。
３
位
は
北

海
道
・
喜
多
正
人
さ
ん
の

「
パ
イ
ン
ツ
リ
ー
　
レ
ジ
エ

ン
ド
　
ロ
コ
　
Ｅ
Ｔ
」
が
前

回
と
同
順
位
と
な
っ
た
。

　
都
府
県
か
ら
は
２
位
の
小

針
さ
ん
の
他
に
、
福
島
県
・

（
独
）
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー

が
４
位
と

位
、
静
岡
県
・

石
川
和
博
さ
ん
が
８
位
、
宮

城
県
・
佐
藤
俊
さ
ん
が

位
、

兵
庫
県
・
淡
路
農
業
技
術
セ

ン
タ
ー
が

位
と

位
、
鳥

取
県
・
西
山
友
之
さ
ん
と
岩

手
県
・
小
岩
井
農
場
が

位
、

岩
手
県
・
藤
森
康
隆
さ
ん
が


位
、
岡
山
県
・
有
安
力
さ

ん
が

位
、熊
本
県
・（
株
）

洞
田
貫
牧
場
が

位
等
、
ト

ッ
プ

中
に

頭
が
含
ま
れ

る
優
秀
な
結
果
と
な
っ
た
。

　
日
本
ホ
ル
協
は
、
２
月
７

日
に
西
日
本
地
区
（
福
岡
市

内
）
、
２
月

日
に
東
日
本

地
区
（
東
京
都
内
）
で
そ
れ

ぞ
れ
社
員
会
議
を
開
催
し
、

西
日
本
地
区
は

名
、
東
日

本
地
区
は

名
出
席
し
て
盛

況
に
行
わ
れ
た
。

　
前
田
勉
会
長
は
開
会
挨
拶

で
、
酪
農
業
界
は
な
お
飼
料

価
格
等
の
高
止
ま
り
と
子
牛

価
格
の
下
落
が
続
い
て
い

る
。
特
に
購
入
飼
料
に
多
く

依
存
す
る
都
府
県
酪
農
は
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
酪
農
家

の
離
農
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
状
況
だ
。
こ
の
こ
と
は

登
録
事
業
に
も
影
響
し
、
血

統
登
録
申
込
や
牛
群
審
査
受

検
を
控
え
る
傾
向
が
多
く
見

受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ

う
い
う
時
期
こ
そ
乳
牛
の
遺

伝
的
な
改
良
が
必
要
で
あ

り
、
着
実
な
登
録
実
施
と
牛

群
検
定
や
牛
群
審
査
、
ゲ
ノ

ミ
ッ
ク
評
価
値
を
活
用
し
た

乳
牛
改
良
に
よ
っ
て
泌
乳
能

力
や
長
命
連
産
性
、
繁
殖
性

の
改
善
を
図
る
こ
と
が
酪
農

経
営
の
維
持
向
上
の
有
効
な

手
段
に
な
る
と
し
、
事
業
推

進
の
協
力
を
お
願
い
し
た
。

　
令
和
６
年
度
の
中
間
事
業

概
況
で
は
、
昨
年

月
末
現

在
の
都
府
県
会
員
申
込
件
数

は
３
５
８
９
名
で
前
年
同
期

比

・
６
％
と
や
は
り
離
農

に
よ
る
会
員
数
の
減
少
が
目

立
つ
。
血
統
登
録
申
込
頭
数

は
、
都
府
県
が
２
万
６
３
４

１
頭
で
同

・
０
％
、
北
海

道

万
６
４
６
０
頭
、
同
１

０
０
・
５
％
で
ほ
ぼ
前
年
並

み
ま
で
回
復
し
た
が
、
都
府

県
は
前
々
年
対
比
で
９
割
に

届
か
ず
厳
し
い
状
況
は
変
わ

ら
な
い
。

　
改
良
情
報
の
収
集
・
提
供

で
は
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
て
簡
単
に
検
索
で
き

る
「
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
情
報
利
活

用
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
ｅ
ｎ
Ｉ
Ｕ

Ｓ
）
」
や
「
近
交
情
報
シ
ス

テ
ム
Ｗ
ｅ
ｂ
」
、
「
登
録
情

報
活
用
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｉ
Ｕ

Ｓ
）
」
等
の
内
容
充
実
や
、

ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
速
報
値
の

迅
速
な
提
供
に
努
め
た
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
畜
産
振
興

事
業
「
乳
用
牛
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク

選
抜
の
推
進
強
化
研
究
事

業
」
で
は
、
疾
病
デ
ー
タ
の

継
続
的
収
集
と
Ｓ
Ｎ
Ｐ
情
報

を
活
用
し
て
、
疾
病
抵
抗
性

を
組
み
入
れ
た
総
合
指
数

（
Ｎ
Ｔ
Ｐ
）
見
直
し
の
検
討

や
、
ブ
ラ
キ
ス
パ
イ
ナ
や
牛

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
代
謝
異
常

症
（
Ｃ
Ｄ
）
等
の
遺
伝
性
疾

患
や
β
カ
ゼ
イ
ン
Ａ
２
型

（
Ａ
２
ミ
ル
ク
）
の
ハ
プ
ロ

タ
イ
プ
情
報
の
提
供
を
開
始

し
た
。

　
７
年
度
の
事
業
計
画
骨
子

案
で
は
、重
点
事
業
と
し
て
、

厳
し
い
酪
農
情
勢
下
で
酪
農

家
の
支
出
を
少
し
で
も
軽
減

さ
せ
る
た
め
に
、
通
常
の
登

録
よ
り
安
価
な
自
動
登
録
を

推
進
す
る
ほ
か
、
長
命
連
産

と
生
涯
生
産
性
向
上
の
た
め

に
牛
群
審
査
や
牛
群
奨
励
審

査
、
検
定
成
績
証
明
牛
群
一

括
・
自
動
継
続
発
行
等
の
奨

励
、
後
継
牛
の
早
期
選
抜
に

有
効
な
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
の

た
め
の
「
自
動
登
録
同
時
Ｓ

Ｎ
Ｐ
検
査
」
等
の
普
及
奨
励

を
進
め
る
。

　
酪
農
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、

月

～

日
に
は

北
海
道
安
平
町
で
第

回
全

日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

を
開
催
す
る
。
ホ
ル
ス
タ
イ

ン

部
３
６
８
頭
と
ジ
ャ
ー

ジ
ー
４
部

頭
の
計
４
０
０

頭
が
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
場
に
集
結
し
て
、
そ

の
頂
点
を
競
う
。
ま
た
今
回

は
高
校
特
別
枠
約

頭
の
中

か
ら
も
高
校
日
本
一
「
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
・
デ
イ
リ
ー
・
グ

ラ
ン
プ
リ
」
を
選
出
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
の
事
業
で
は
、

前
出
の
Ｊ
Ｒ
Ａ
事
業
で
疾
病

抵
抗
性
指
数
の
開
発
と
そ
れ

ら
を
組
み
入
れ
た
Ｎ
Ｔ
Ｐ
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
行

う
。
ま
た
、
後
代
検
定
材
料

娘
牛
等
の
体
型
デ
ー
タ
収
集

や
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
が
行

う
遺
伝
能
力
評
価
計
算
に
必

要
な
体
型
・
能
力
記
録
の
血

縁
構
築
作
業
を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
５
月
に
は
任
期
満

了
に
伴
う
社
員
選
挙
、
７
～

８
月
に
は
地
区
別
登
録
委
員

研
修
会
を
開
催
す
る
。

　
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
、
家

畜
改
良
事
業
団
、
ジ
ェ
ネ
テ

ィ
ク
ス
北
海
道
、
十
勝
家
畜

人
工
授
精
所
、
日
本
ホ
ル
協

で
構
成
す
る
乳
用
牛
改
良
推

進
協
議
会
が
実
施
す
る
「
２

０
２
４
年
度
乳
用
牛
改
良
推

進
実
施
計
画
」
に
つ
い
て
、

日
本
ホ
ル
協
の
國
行
将
敏
事

業
部
長
か
ら
解
説
が
行
わ
れ

た
。

　
実
施
計
画
の
７
つ
の
柱
の

う
ち
、
昨
年
８
月
に
制
定
さ

れ
た
Ｎ
Ｔ
Ｐ
２
０
２
４
は
産

乳
成
分
の
重
み
を
減
ら
し
、

疾
病
繁
殖
成
分
に
は
空
胎
日

数
に
受
胎
率
を
加
味
し
た

「
繁
殖
性
指
数
」
を
組
み
込

む
こ
と
で
６
％
の
重
み
を
加

算
し
、
繁
殖
能
力
を
大
幅
に

改
善
し
、
長
命
連
産
性
の
改

良
を
強
化
し
た
。
ま
た
、
耐

久
性
成
分
に
は
近
年
大
き
く

な
り
過
ぎ
た
体
の
大
き
さ
を

適
正
化
す
る「
大
き
さ
指
数
」

を
組
み
込
む
こ
と
で
淘
汰
リ

ス
ク
を
低
減
し
、
機
能
的
な

体
型
へ
の
改
良
を
進
め
る
。

　
さ
ら
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｐ
２
０
２

４
で
は
表
示
方
法
を
見
直

し
、
標
準
偏
差
を
２
分
の
１

に
す
る
こ
と
で
変
動
幅
を
小

さ
く
す
る
一
方
で
、
特
に
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
種
雄
牛
の
数

字
が
現
状
と
同
じ
水
準
に
な

る
よ
う
に
定
数
を
加
算
し

た
。こ
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、

バ
ラ
ツ
キ
の
幅
は
米
国
の
Ｔ

Ｐ
Ｉ
や
カ
ナ
ダ
の
Ｌ
Ｐ
Ｉ
と

同
程
度
に
な
り
、
対
等
の
評

価
値
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
情
報
の
拡
充
で
は
、
搾
乳

ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
適
合
性
情
報

を
昨
年
８
月
評
価
か
ら
開
始

し
た
ほ
か
、
子
牛
の
生
存
能

力
の
遺
伝
評
価
を
本
年
２
月

評
価
か
ら
開
始
す
る
。

　
ま
た
、
一
昨
年
に
米
国
で

発
表
さ
れ
た
新
た
な
遺
伝
性

疾
患
「
早
発
性
筋
力
低
下
症

候
群
（
Ｍ
Ｗ
）
」
の
遺
伝
子

型
検
査
を
本
年
１
月
か
ら
開

始
し
た
こ
と
と
、
体
型
審
査

で
新
た
に
「
前
肢
方
向
」
の

線
形
評
価
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
「
高
さ
」
の
線
形
ス

コ
ア
基
準
値
を
変
更
す
る
旨

説
明
を
行
っ
た
。


